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ニュートリノ

陽子の崩壊

超新星爆発 太陽大気J-PARC大強度加速器による
高品質ニュートリノビーム

ハイパーカミオカンデ装置
スーパーカミオカンデの
約10倍の有効質量と2倍の光感度

水槽（超純水）
直径74m × 高さ60m

写真提供：JAEA/KEK J-PARCセンター
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